















































































































































































































































































































































































































































































（3）朱漢民・陳松長主編、2011 年 12 月、上海世紀出版・上海辞書出版。以後、
『弐』と称す。
（4）中国古算書研究会「岳麓書院蔵『数』訳注稿」（1）－（6）（『大阪産業大学



























































（16）宗福邦等主編『故訓匯纂』（2003 年７月）には、「物」字の訓故を 153 条
集めているが、「物、數也」はこの『国語』の注一つのみである。
（17）『河図括地象』の文は、『周礼』地官・大司徒の疏に引くもの。『尚書考霊
曜』の文は、『周髀算経』上の注に引くもの。
（18）『詩経』は小雅「無羊」。毛伝に「毛色を異にする者三十」とあり、鄭箋
に「牛羊の色異にする者三十、則ち女（なんじ）の祭祀、索むれば之有り」と
あるので、引文は「いろいろの毛の色三十種、なんじのいけにえは皆備わっ
ている」というくらいの意。
　『周礼』天官・牧人では、引用の経文に続いて「以共祭祀之牲牷」とあり、
鄭注では「六牲とは、牛・馬・羊・豕・犬・鶏を謂う。鄭司農云う、牷は純
也、と。玄謂う、牷は体の完具するもの」という。さらに経文は続けて「凡
陽祀、用騂牲毛之。陰祀、用黝牲毛之。望祀、各以其方之色牲毛之」とある。
「騂」は赤色の毛の牲、「黝」は黒色の毛の牲を指す。
　夏官・校人の引文中の「一物」とは、毛色を一つにすること。また、「毛馬」
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とは、鄭注に「其の色を斉しくするなり」と謂う。
（19）春官・司常に「掌九旗之物名、各有屬以待國事、日月爲常、交龍爲旂、
通帛爲 、雜帛爲物、熊虎爲旗、鳥隼爲旟、龜蛇爲旐、全羽爲 、析羽爲旌」
と云い、其の鄭注に「雜帛とは、帛素を以て其の側を飾る」とある。
（20）「驪」は黒馬。『説文』巻十上馬部に「驪、馬深黑色」とある。「物を比す
る四驪」とは、「毛色をそろえた黒馬四頭」の意。
（21）『周礼正義』巻五十一「保章氏」の疏。
（22）湖北省荊州市周梁玉橋遺址博物館『関沮秦漢墓簡牘』（2001 年８月）所載。
（23）睡虎地秦墓竹簡整理小組編『睡虎地秦墓竹簡』（1990 年９月）では、こ
の簡に注して「物、『漢書』五行志注、「類也」、同物、同一類型」としている。
大きくは誤っていないが、「物」の解釈が完全ではない。
（24）『国語』の成書時期を確定するのは、『左伝』との関係もあり、非常に困
難であるが、現在の研究成果から見て、当初口伝で伝えられていた歴史的説
話が徐々に国ごとにまとめられ、文字化されて『国語』の原型が成立するの
は、戦国時代の中期以降であろうと考えられる。『国語』『左伝』の研究は、
貝塚茂樹「国語に現れた説話の形式」（『貝塚茂樹著作集』第五巻）、鎌田正『左
伝の成立と其の展開』（1963 年）、小倉芳彦『中国古代政治思想研究―左伝
研究ノート』（1970 年）等を参照。
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